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はじめに
◦ くずし字を読むための基本的なヒントをいくつかご紹介します。

最初に言い訳します

これからご紹介するのは、江戸時代から明治時代にかけて出版された主に木版で作られた

「版本」と言われる書籍を読むためのヒントです

当時の人がプライベート記した手紙、あるいは事務手続きや役所に提出した文書類（古文書）、

手書きで写した写本類などを読むには、多少役に立つかもしれませんが、それらを読みこなす

にはまた別の訓練が必要です

しかし、寺子屋に行っていた子供たちや、丁稚小僧や遊女たちもおもしろおかしく読んでいた

版本を、なんで現代の我々が読めないなどということがありましょうや

ちょっとしたコツを覚えて、どんどん版本を読んでいきましょう



基本作法5則
◦ まづ版本を読むにあたり、基本として押さえておきたい５つのポイント

◦ ①くずし字解読は、日頃の訓練の積み重ねが上達への近道。たくさん字のパターンを見て目に

◦ 覚えさせることが重要です

◦ ②平仮名のくずし字にまず慣れよう。都々逸や俗曲、川柳、狂歌といった短詩を読んだり、

◦ 明治時代初期の印刷本を読むと、練習になります

◦ ③これまで勉強してきた古典の知識（百人一首や古典の教科書で習ったことなど）や歴史雑学

◦ などを総動員して「勘」を働かせながら読んでいきます

◦ ④150～200年前ともの言っても「日本語」であることをお忘れなく、「日本語として意味が通じる

◦ かどうか」を考えて読んでいきましょう

◦ ⑤かんたんに諦めない。読める字から読んでいき、意味の通る日本語に組み上げていくには多少

◦ 根気も要りますが、じきに慣れていきます



翻刻作法5則
ＡＲＣの翻刻システムを利用する場合の翻刻ルール

①旧漢字は新漢字に直して翻刻 國→国 舊→旧 餘→余 與→与 鹽→塩

②原則、促音（っ、ゃ、ゅ、ょ）はそのままの字で翻刻 城（じやう）色（しよく）

③踊り字に慣れる ゝ→平仮名（爰：こゝ）ゞ→濁点平仮名（唯：たゞ）

ヽ→カタカナ（ヲヽ） ヾ→濁点カタカナ

々→漢字の繰り返し

／＼→単語・文の繰り返し（色々：いろ／＼）

④改行は原本に合わせて行います あとで見やすくなります

⑤一通り終わったら「縦書き表示」で出来栄えを必ず確認します→振り仮名が

正しく振られているか確認するためです



解読のための5つのポイント

解読のヒントを5つに絞って解説していきます

①古人の表記美学について

決まったルールは無いが、昔の人が共有していた表記上の美学

②まぎらわしい平仮名

ちょっと見ただけでは区別のつかない平仮名各種

③踊り字に気づく

①に関連するが、多用される踊り字を見つける

④漢字か平仮名か

ある文字が漢字なのか平仮名なのか、日本語リテラシーが問われる

⑤固有名詞に気づく

人名の書き方、地名の書き方の特徴をつかむ



①古人の表記美学について
決まったルール（規則性）は無いが、昔の人が共有していた表記上の美学
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くずし字解読は腕立て腹筋と同じです。反復トレーニングで基礎
体力を付ける＝たくさんの字を目に慣らせる

加

幾

くずし字として頻出するのは必ずしも現代の平仮名ばかりではありません。
上は現代の平仮名の字母となっているのは右の字です。昔の人は特別な規則があるわけで
ないですが、文脈の中で使い分けていました。
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②まぎらわしい平仮名‐2
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②まぎらわしい平仮名‐3

ちょっと見ただけでは区別のつかない平仮名各種
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②まぎらわしい平仮名‐4
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③踊り字に気づく‐1 
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③踊り字に気づく‐3 
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③踊り字に気づく‐4 
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④漢字か平仮名か-1
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④漢字か平仮名か-2
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縦書き表示で確認して日本語として意味が取れるかを注意深
く見直してください。わからなければ辞書を引いてみよう
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るほど多種多様です。
これは最も基本的な
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④漢字か平仮名か-3
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④漢字か平仮名か-4



⑤固有名詞に気づく
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⑤固有名詞に気づく
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⑤固有名詞に気づく
名前の書き方の特徴をまとめて表示
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⑤固有名詞に気づく
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は慣れておくべき漢字



おわりに
◦ くずし字を読むための基本的なヒントをいくつかご紹介しました。

いかがだったでしょうか 最後にまた言い訳します

今回の字例はすべてデジタル化された版本（一部番付）から切り取ってきたものです

江戸・明治のおよそ300年の間に版行された数百万とも言われる版本のほんの一部、それも

状態のよいものを選んで抜き出したものです。実際に古書店などで版本を手に取って見ても

汚れカスレ、破れ、虫食い等があって、さあ読んでみようという気持ちになかなか成れない

のが本当のところです。

「読む」ということに限って言えば、デジタルアーカイブはあらゆるジャンルから状態のよい

本を選んで、時にはＡＩの助けを借りながら、読み進めることができる優れたシステムだと

思います。多くの天災、火災、戦争をくぐりぬけて今にある本は貴重な文化資源です。

これからも当時の人々と会話するようなつもりで読み進めていただければと念願しております。

安宅 望 拝


	スライド 1: くずし字解読 　　　　ポイント集
	スライド 2: はじめに
	スライド 3: 基本作法5則
	スライド 4: 翻刻作法5則
	スライド 5: 解読のための5つのポイント
	スライド 6: ①古人の表記美学について
	スライド 7: くずし字解読は腕立て腹筋と同じです。反復トレーニングで基礎体力を付ける＝たくさんの字を目に慣らせる
	スライド 8: ②まぎらわしい平仮名‐2
	スライド 9: ②まぎらわしい平仮名‐3
	スライド 10: ②まぎらわしい平仮名‐4
	スライド 11: ③踊り字に気づく‐1 　
	スライド 12: ③踊り字に気づく‐2 　
	スライド 13: ③踊り字に気づく‐3 　
	スライド 14: ③踊り字に気づく‐4 　
	スライド 15: ④漢字か平仮名か-1　
	スライド 16: ④漢字か平仮名か-2　
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19: ⑤固有名詞に気づく
	スライド 20: ⑤固有名詞に気づく
	スライド 21: ⑤固有名詞に気づく
	スライド 22
	スライド 23: おわりに

